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ハイブリッドODS固定相における
蛋白質の排除と分子量の関係

Cadenza HS-C18は，疎水基(ODS)
と親水基を最適な密度で配置した，
シリカ系ハイブリッドODS固定相です。
血清（血漿）を直接注入することで，
固相抽出などの前処理を必要とし
ない薬品分析が可能です。血清由
来の蛋白質（アルブミン）は親水基
が排除し，薬物は疎水基が保持する，
という性質をもっています。

HS-C18は，一般に薬物動態など
の血清由来蛋白質を取り扱う用途
に利用されますが，血清以外でも
蛋白質試料中の低分子化合物の
分離に適用できる可能性があります。

左図はHS-C18が排除できる蛋白
質を分子量の順で並べたクロマトグ
ラムです。実験では蛋白質の等電
点(pI)の影響を避けるために，初期
移動相として中性の酢酸アンモニ
ウムを用いています。
本実験で用いた試料に関しては，
分子量約30kDa以上の蛋白質はカ
ラムに吸着されずに溶出されること
がわかりました。一方，ペプチドを
含む分子量30kDa以下の蛋白質は，
固定相の疎水基(ODS）との相互作
用により保持しています。

移動相pHよりも高い等電点の蛋白
質の溶出挙動に注意が必要ですが，
本実験からは概ね30kDa以上の蛋
白質をカラムから排除でき，このよう
な蛋白質を含む試料中の低分子
化合物を前処理せずに分離できる
可能性があります。

HS-C18は血清以外の試料にも適
用できる汎用性の高いODSカラム
です。

Cadenza HS-C18, 150 x 4.6 mm
A: 100mM ammonium acetate, B: acetonitrile,
0-70%B (0-10min), 1 mL/min, 37 degC, 280 nm
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angiotensin II (1046 Da)

insulin (bovine pacreas, 5733 Da)

lysozyme (chicken egg white, 14 kDa, pI=11.0)
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alpha-chymotryosinogen A (bovine pancreas, 25.7 kDa, pI=8.97)

deoxyribonuclease I (bovine pancreas, 31 kDa, pI=4.78-5.2)

beta-glucosidase (almond, 183 kDa)

albumin (bovine, 66.3 kDa, pI=4.9)

albumin (eggs, 45 kDa, pI=4.54-4.9)

hemoglobin (Human, 64.5 kDa, pI=6.8)

hemoglobin (Bovine, 66-68 kDa, pI=6.8)

xanthine oxidase (buttermilk, 360 kDa)

thyroglobulin (porcin thyroid, 670 kDa, pI=4.58)

lactoferrin (bovine milk, 80 kDa)

alpha-lactalbumin (bovine milk, 14.2 kDa, pI=4.5)

papain (papaya latex, 21 kDa, pI=8.75-9.55)

cytochrome c (horse heart, 12.4 kDa, pI=9.1)

albumin (human serum, 66.4 kDa, pI=4.7)
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